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図5 三角形の求繍公式における高次への統合











































写.1 A 上底 O 
B 下底 c 
次に頂点 Dのクリップをはずし，頂点 D を頂










B 下康→底辺 c 
頂点 D を右にゆっくり動かしていくと，平行










=(底辺+底辺)x8さ+2 ~ 上底が 0になることおさえて，公式に当てはめ
=(底辺x 2) x 高さ +2~ て考えることを促した。
平行四辺形の求積=底辺 x高さ ! T 舌形の公式に，土底がOであ否ことをλれで
台形の求積公式で，既習の三角形・平行四辺形 みでぐだ主い。
の面積の公式を『包合的伝統合する考えiを用い C (0 +下底)x高さ+2になりました。






















C 点 D と点Aがこんな具合に重なると， 三角形
になります.
T 上底の長さは，どうなっていきますか?
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C 平行四辺形だと患います。この点 D を右に動
かします。するとき平行図辺形になりました。
C 下の憂さ(下底)と上の長さが{上底)が同
じになったら平行底辺形になります。
C 平行四辺形も台形の公式でできるのですか?
まず.r上底=下底Jと板書しておいた。
そして，ワークプリント 2を渡し. r自立J的
に自カで解決させた後，グループで「協働的Jに
話し合わせ，台形の公式を基に，平行四辺形の公
式を「創造Jすることを促した。
5 銀銭実践の省.
三角形・平行四辺形・台形の 3つの公式を「包
含的に統合する考えJを育てることを目的のーっ
として，授業を構想し，実践を行ってみた。
授業後の児童の感想は，次のようである。
A 台形の公式は便利だと思った。三角形や
平行四変形の公式が簡単にできるからだ。
B 私は，台形と平行四辺形の公式は，はじ
め，あまりにていないと思っていた。 2+
2が1というの見つけた F君の考えがすご
いと思った。
c 三角形や平行四辺形の公式がまとまると
はJ恩わなかった。覚えるのが苦手だから，
うれしい。他にもこんなのがあるといいな
あ，とJ思った。
上の例のように. r統合して考えるJことの良
さを感じた，ということが，多くの児童の感想に
書かれていた (20名中 16人)。
しかし，台形から三角形の公式を導いた学習を
参考にして，全員が自立的に台形の求積公式から
平行四辺形の求積公式を簡単に見つけ出せたので
はない。特に，台形から平行四辺形の求積公式を
導くとき.r (下底+下底)Jから「下底x2 Jを，
「下底X2X高さ+2 Jから「下底×南町さJを導
くのが，容易でない児童もいた。
この 2点が，この授業の今後の課題である。
しかし，本授業の目的の一つであった「統合す
る考え方Jの良さを多くの児童が感じ取り，その
まとめて考えようとする態度は，養われつつある
と感じた。
今後益々「自立Jr協働Jr創造Jをキーワー
ドに.rアクティプラーニングJの基軸となる「数
学的考え方Jを養う授業を構惣していきたい。
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